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第 47号 

 

執筆者 

＠短信 

 

きむら あきこ 新連載 

久しぶりに書いてみました。言い訳にな

ってしまうのですが、昨年、手足の末梢神

経障害が起きてしまう、CIDP という難病を

発病してしまいました。長い時間一つの作

業ができません。パソコン操作も同様です。

ですので、復帰作ものんびりと。今できる

ことを、今できるうちに・・・ 

かぞくのはなし 

Ｐ311～ 

朴 希沙 新連載 

【Not a サクセスストーリー、But a リアルス

トーリー】 

 世の中には様々な子育て本があるらし

い。子育て本だけでなく Youtube、漫画、

教材…今号から始める「コミュニティが育

つ、子どもがいる暮らし」の連載では、根

無し草のように親や家族からの援助が得

られない私たち夫婦が、どのように周囲か

ら助けを得られたり得られなかったりしな

がら子育てに取り組んでいるのか、そのリ

アルなお話を届けたいと思う。そして結果

的に、子どもだけでなくむしろ私たち大人、

そしてその所属するコミュニティが成長し

ていく可能性に注目したい。つれづれなる

ままに試行錯誤の日々の暮らしをご紹介

します。 

コミュニティが育つ 

子どものいる暮らし 

Ｐ２２２～ 

野中 浩一   

今年もこたつから出られない季節にな

ってきた。異常気象という言葉には実感を

持てるが、温暖化という言葉は私には夏

の一時期を除いて実感が薄い。 

 島根の冬は寒い。今年は 11 月半ばにし

てスタッドレスタイヤに替え、トランクには

スコップと毛布を入れて備えている。ガチ

ガチ凸凹に凍った国道をオフロード感覚で

運転する時期がやってくる。雪や氷で覆

われる冬は危険を感じることも多く、運転

が怖い。しかしほとんど雪が降らない稀な

年には少し物足りなさを感じるから不思議

である。 

 そんな降雪地域に住み続け、日々仕事

に出かけられることは有り難い。早朝から

除雪作業をし、氷解剤を散布してくれる土

建会社や作業員さんのおかげであり、道

路整備の行政サービスがあってこそであ

る。このような従来の「当たり前」がいつま

で当たり前であり続けられるのだろうか。

ふと思う。 

「島根の中山間地から Work as Life」 

P301～ 

畑中美穂  

 
女が３人揃うとさわがしい。久しぶりに

帰省して母と妹と話をしている時のこと。 

「あっ！！ なんと生意気な～！！」 

ふと見れば、妹が母のネイルケアをし

たとのこと、中年ふたりと比べて明らかに

きれいな手の母は、ぴかっと光る爪を恥

ずかしそうに前に差し出して、まんざらで

もなくうふふと笑う。若い頃から化粧っ気も

なかった母である、大いに驚いた。 

よかったね、お母さんにこのようなきらきら

したことがあって、私はうれしい。 

一語一絵 

P289～ 

二階堂哲 

（小幡知史・渡辺修宏・二階堂哲） 

第１、２回と、渡辺さんの半生と、対人

援助実践をリブートした一冊についてご紹

介させていただきました。 

前回は小幡さんより、対人援助実践に

関する振り返りと、ジレンマを打開するヒ

ントをくれた一冊をご紹介させていただき

ました。 

第４回目の今回は、二階堂より特別支

援学校で働くための指針となっている２冊

の本を紹介させていただきます。どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。 

対人援助実践をリブートする 

この一冊  

Ｐ294～ 

米津達也  

あまり実感がなかったが、私が暮らす

滋賀では、琵琶湖の水位が下がり続けて

いる。このままいくと取水制限で、いずれ

生活に影響が出るかも知れない。 

そんな中、湖底に沈んでいた坂本城の

石垣跡が水位低下で 27年ぶりに姿を現

した、とニュースになった。歴史ファンの年

寄りに交じって見物した。頼んでもいない

のに、講釈してくれる爺さんがいた。 

湖上の反対に見えたであろう安土城。

そして、振り返れば比叡山延暦寺。歴史

の面白さを感じる秋。 
川下の風景 

Ｐ287～ 

高井裕二  

 先日、２０代後半の先生が終電に間に

合わせるためにスマートフォンのアラーム

を設定されてました。「なんかカラータイマ

ーみたいですね」とコメントしたところ、ポカ

ンとされ、「カラータイマーってなんです

か？」と返されました。なるほど。確かに今

のシン・ウルトラマンにはカラータイマーが

ないですもんね。研修でのネタが一つ増

えました。 

福祉教育への挑戦 

Ｐ292～ 

本間 毅  

私は今年の 7月で 64歳になりましたが、

これまで特に節制もせず気が向いたとき
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にベンチ・プレスをする程度で病気や怪我

とは縁遠い人生を過ごしてきました。生ま

れつき体が丈夫で運が良かったのでしょう。

そ ん な 私 も 、 昨 年 末 か ら 血 圧 が

200/100mmHg まで上昇し、多発網膜裂孔

（網膜に孔があくが痛みはなく、小さな黒

点やクモの死骸のような網膜片が視野に

漂います）や高脂血症など身体面の不調

が続き、持病の花粉症と不眠も悪化しまし

た。患者さんと役割を交代したのではなく、

私の中で医師と患者の役割が錯綜する

日々が始まったわけです。その誘因は、

認知症高齢者の人格を貶めるマイクロア

グレッションにありました。絶え間無く流れ

る言葉の中の良からぬものを見出し、修

正する行動力より精神の流暢性が私には

足りないのだと思います。自分に向けられ

た言葉ではないのにうんざりして罪悪感さ

え憶える。マイクロアグレッション研究会訳

の『日常生活に埋め込まれたマイクロアグ

レッション』には多くを学びました。 

職場の理解を得て、勤務日数を減らし

てストレッサーから離れ運動を習慣づけた

ところ、現在は降圧剤無しで起床時の血

圧は 100/70mmHgまで改善しました。でも

ストレッサーが近づくと忽ち血圧は跳ね上

がり、その夜は飲酒量が増え睡眠も浅くな

ります。blood pressure (血圧)とはよく言っ

たもので、他に原因がない「本態性高血

圧」では精神的なプレッシャーが血圧変動

の原因にも結果にもなります。私の「研究

者としての虚栄心」を尊重しながら併走し

てくれる「かかりつけ医」は、プレッシャー

を調整してくれる精密で有り難い圧レギュ

レーターのような存在だと思いました。 

「幾度となく会い、 

語りあうことの意味」 

P276～ 

河野暁子  

１０月から新しい仕事に就きました。緊

張しつつも楽しみにしていましたが、あま

りにパソコン作業が多いことに驚きました。

いくつものアカウントやパスワードが配ら

れ、あっちのシステム、こっちのシステムと

いうように、別々の箇所へ入力を求められ

ました。入力方法は、配布されたマニュア

ルを参考にします。よく分かっていないま

ま作業をしていると、思わぬエラーが出て

しまい、それ以上は進めません。 

毎日確認する職場内の連絡事項も、す

べて電子化されており、業務に必要な情

報にたどり着くまで、マニュアルを開いて

格闘します。メールや連絡事項のチェック

をしているだけで、時間はどんどん過ぎて

いきます。まるで機械に私が消費されてい

るようで、仕事を始めた当初は、げっそり

していました。 

その一方、手書きで印鑑をつく書類も依

然として残っていて、対面で確認しながら

提出すると、とてもほっとするのでした。シ

ンプルなのが一番だなと思いました。 

この世界で生きるあなたへ 

～国境なき医師団の活動～ 

Ｐ284～ 

土元 哲平  

２０２１年１０月から１１月まで、鹿児島

県の硫黄島にフィールドワークに行ってき

ました。大阪から飛行機で１時間＋船で４

時間と、遠いようで近い場所にあります。

学校に毎日通いつつ島で過ごしていると、

なんと、慢性的だと思っていた肩こりが治

りました。子ども達と毎日走っていたから

でしょうか。あるいは、PC に向き合う時間

が減ったからでしょうか。大阪に戻ると再

発したので、やはり今の生活習慣は見直

さなければ、と思った次第でした。 

 

キャリアと文化の心理学 

P273～ 

玉村 文   

前回は「子どもと感染症」をテーマに原

稿を書きました。その後も入院こそしてい

ませんが、子ども達は次々と風邪をひい

て看病続き。気がついたら今回の原稿の

締切に迫っていました。一人治ってもその

次がくる、子どもが複数人いると感染るの

かと当たり前ですが、痛感します。そんな

今回は、産休育休をどう過ごすかがテー

マです。風邪の看病だけで終わらせない。

産休育休を休みとして使うのではなくて、

育児中ということを有効に使おうと挑戦し

ています。 

応援 母ちゃん！ 

P265～ 

川畑 隆   

 前号の「かけだ詩⑥」に載せた「テレビ

番組の記憶の底(65 歳以上限定版)」のな

かで、『若い季節』の出演者の 1 人を「菅

原進」と書きました。自分で書く時には何

も思いませんでしたが、発行されたものを

読むと「アレッ?! これってビリーバンバン

の弟のほうじゃないの?!」と気づきました。

『若い季節』に出ていたのは「菅原謙二」で

した。 

 そこに「『まぼろし探偵』はラジオだった

か?」とも書きましたが、たしかにラジオでし

た。その当時『まぼろし探偵』が一番好き

でしたが、その声はたしか沼田曜一でした

（「一番好き」と書いた時点で、『赤胴鈴之

助』を思い出しました。大事な番組を抜か

していました）。 

なぜ『まぼろし探偵』がラジオだったと思い

出したか。「今日がお誕生日のお友だち」

を紹介する番組のコーナーで、「かわばた

たかしちゃん、５歳」というお姉さんの声が

ラジオから流れました。母親がハガキを出

してくれていたのです。自分の名前が耳に

届いてとても不思議な気持ちになったのを

覚えています。そして、その番組の前に聴

いていたのが、たしかに『まぼろし探偵』で

した。 

かけだ詩 

Ｐ260～ 

原田 希 

毎年１２月は地域の若妻会でクリスマス

会をやっています。ささやかな金額でプレ

ゼント交換もあり、仲間が喜ぶ顔を想像し

て真剣に選びます。自分よりも子どもや親

が優先の世代、ささやかでも「私」あてに

プレゼントがある！のはみんなウキウキ

だと思います。 

以前、新しい人が会に入った時に、自

己紹介ではなく、他己紹介をやりました。

仲間が「私」を解説＝紹介してくれるくすぐ

ったいものでしたが、照れながらも全員が

仲間からギフトをもらった気分になりまし

た。ふいの言葉の贈り物もいいものです
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ね。コロナにより集まる回数は減っていま

すが、来年こそは少しずつ戻していけます

ように、と願います。 
原田牧場 Note 

Ｐ254～ 

工藤 芳幸 

 今回は 2 回分休載し、福祉職として社

会人デビューした当時の出来事を振り返

りながら執筆しました。20 年分程度は仕

事の経験を積んで、その貯金で何とかや

りくりできていたことも多かったと思われる

のですが、新たな研究課題や新しい勤務

校の大学生、新たに臨床現場で出会う子

どもたちと関わる中で、最近はどうにも上

手くいかないことも出てきました。周囲の

変化もありつつ、自分自身の見えない変

化もあるのでしょうか。もう 1度、物事の理

解の方法や“わからないもの”と向き合う

態度について考えてみようと思い始めたと

ころです。 

みちくさ言語療法 

Ｐ256～ 

高名祐美 

コロナ禍。研修会や会議、打ち合わせ

などはオンライン開催となった。会場まで

の移動が不要なのがありがたい。しかし

ながらどちらかというと、パソコンに関する

ことは苦手なほうだ。当初は戸惑うことが

多かったが、それなりについていっている。

こんなに毎日のように、パソコンの前に長

時間座るとは思わなかった。苦手なことも、

必要に迫られればなんとかできるものだと

思う。もちろん自分ひとりの力でここまでで

きるようになったわけではない。できない

こと、わからないことは、得意な人に力を

貸してもらう。自分のまわりの人的資源に

助けられてきた。必要な部分を援助しても

らえば、自分でできるようになる。私はパ

ソコンに関してはクライエントだと感じてい

る。 

さて２回続けて、自分の家族の話「母の

ものがたり」を書いた。今回からは現在の

職場でのソーシャルワーク実践について

書いていこうと思う。（「フリースクールのお

ける SW実践」） 

ふりーすくーるでのSW実践を考える 

P２５０～ 

岡田隆介 

編集部に「いったん連載を終わりにしま

す」と連絡を入れた後、フォトショップで若

かりし日の写真をイラスト化する作業には

まってしまい、それを使った原稿を書こうと

思い立った。おかしな順序だが、パワポ好

きにはよくある話だ、と思う。 

 次回（後半）の家族システムのイラスト４

枚には相当な時間をかけた。「絵」の出来

映えに一人悦に入っている、いつものごと

く。 

エア絵本 

ビジュアル系子ども・家族の理解と支援  

P４８～ 

一宮 茂子  

【逆縁の悲しみと寂しさの中で】  

知人の娘の訃報を電話で受け、とりい

そぎ仏壇のお参りに。娘は独身で豪華な

マンション暮らし。知人は 70代、娘は享年

51 歳という逆縁です。しばらく会わなかっ

た知人は、ずいぶん足腰が衰え、動作が

ぎこちない。心労からか体重が 10kg 以上

減少。知人の夫は 80 代で認知症もあり、

デイサービスに通っていますが、老老介

護です。今一番困っていることは、娘が住

んでいたマンショを売却するための片付

けとのこと。これなら私は手助けできます。

知人は娘を突然失い、いま、ここに娘がい

ない苦痛、亡くなった悲しみや寂しさ、葬

儀や財産処分で浮上した息子夫婦への

不信感、分かち合えないつらさが続いて

います。この苦痛から救われるひとつの

道は、死者への思いを誰かよい聞き手に

語ること、悲しみをともにし、つらさを訴え、

死者への自責やつぐないの気持ちを分か

ち合うことだと、何かの本で読みました。

以後、何かにつけて知人からの電話相談

が増えました。私は言葉のキャッチボール

が喪の作業になるならと喜んで引き受け

た次第です。 

生体肝移植ドナーをめぐる物語 

Ｐ２７３～ 

松岡 園子 

最近、来年に開催されるヤングケアラ

ー関連の研修会での事例提供を依頼され

ることが多いです。すでに 4 件ほどいただ

いています。関心の高いテーマになってき

ているのでしょうね。 

来年２月ごろに出版される、ヤングケア

ラー関連書籍の一部も執筆させていただ

きました。自分の体験をシェアするたびに、

ただ話すだけでなく、今、大変な思いをし

ている人たちに役立つこととは何なのか、

支援者の人達に今、役立ててもらえること

は何かと、体験を振り返りながら考えさせ

られます。 
統合失調症を患う母とともに 

生きる子ども 

 Ｐ２３４～ 

杉江 太朗 

児童福祉の現場で働いている杉江と言

います。以前、職場内で「カフェドゥスギエ」

を運営していると書きました。コーヒーを定

期購入することで、某メーカーのコーヒー

マシンをレンタル出来たので、利用される

方にとっては、マシン代の負担なく、１杯

単位で、いつでも暖かいコーヒーが飲める

と（おそらく）人気でした。人事異動に伴い、

移転、リニューアルなどもありましたが、そ

れなりに継続出来ていたので良かったの

ですが、この数か月で、小さな変化が続い

たことで、たちまち在庫過多に陥ることと

なりました。 

 

 その理由は２つあります。1つ目は、コー

ヒーを毎日飲まれていた方が、休まれたり、

退職されたりしたことに伴い、そもそもの

消費量が落ち込んだことです。2 つ目は、

新型コロナウイルスの影響で、コーヒーそ

のものが輸入されなかったようで、定期購

入のタイミングで届かず、やむなく、近所

のスーパーで購入してしまったことです。 

 在庫を抱えているにも関わらず、またコ

ーヒーが届き、さらに在庫が増えるという
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悪循環に耐えきれず、ついにマシンを購

入する決断をして、定期購入を解約し、旧

のマシンはお返ししました。カフェドゥスギ

エ新装開店です。普段利用して下さってい

る方からは、マシン代をカンパするとのお

声掛けも頂いたのですが、マシン代を受

け取ってしまうと、所有権が杉江でなくなり、

個人商店から合同会社になってしまい、も

し人事異動などあれば、持ち出せなくなる

可能性があるためお断りをしました。いや

ー商売は難しい。（ちなみに赤字です） 

「余地」-相談業務を楽しむ方法- 

Ｐ２３０～ 

迫 共 

衆議院選挙が行われました。私が住む

浜松市では参議院議員の補欠選挙が 1

週間前だったので、あわせて期日前投票

に。会場に着くと平日なのにずらりと人の

列があり、しかも段差だらけ。車椅子の方

が進めずに「帰る」とおっしゃっていて、投

票前からがっかりした気分になってしまい

ました。  

学生に聞くと、「投票には行かない」とい

う人が圧倒的。どうやら「自分がまちがっ

た選択をするのが怖い」と考える人が一

定いるようです。責任回避のために選択

を避けるというパターンのようです。  

そこで、こんなことを話してみました。  

「あのね、誰がどこに投票したかなんて、

誰にも分からないんだよ。でも『20 歳代の

男性・女性の何割が投票に行ったか』は

データとして残る。むしろ政治家はそこに

注目している。だからある年代・属性の人

たちの大部分が投票に行くようになれば、

その年代・属性の人たちのことを無視でき

なくなって、結果的にその人たちのことを

考えた政策を作らざるを得なくなる。『投票

に行かない』ということは、政治家に『私た

ちは無視してもらっていいです』と言ってる

のと同じなんだよ」。  

若い人たちの心に、少しでも響いてくれ

たらいいのですが…。  

 

保育と社会福祉を漫画で学ぶ 
P２２６～ 

浅田 英輔 

最近、クルマを新調した。MT がすきだ

が、８月まで乗っていたのは AT だった。８

月末に納車された（中古だからすぐきまし

た）のは、７年ぶりのマニュアル。自分で

操ってる感がいいんだろうなあと思う。メゴ

くてメゴくて、休みの日は一人で３００キロ

ドライブしたり、毎週洗車したりしています。 

臨床のきれはし 

Ｐ１３９～ 

三浦 恵子 

 前回の執筆者短信では，ヘルプマーク

の取得を決心したこと，実際に着用してみ

ると，１週間のうちに 2 回「邪魔」と通りす

がりに吐き捨てられる経験をしたこと（ある

時はエレベーターを駆け降りる人からす

れ違いざまに，ある時は酒気を帯びた様

子の男性から），こうしたことがあることは

聞いていたが，さすがに心に突き刺さった

ということを記載しました 

「ヘルプマークをつけていることでかえ

って危険を感じられる場面もあり，今後ど

うするか考えている」と結びましたが，実

際には現時点 R3.10.31時点ではまだヘル

プマークを付けています。 

 

前回の執筆以降，ほぼ毎週介護帰省

が重なり，週2回新幹線での往復をしなが

ら働くこともありました。今回の介護帰省

は，社会資源の調整など緻密な連携を行

い，義母の病態にマッチした受入先を確

保し，無事に義母を当該受入先に定着さ

せるというかなりヘビーな課題があり，デ

スクワークはともかく，帰省の荷物を持っ

て揺れや混雑のある交通機関での移動

に不安を感じることも多かったからです。 

しかしこの 3か月，転倒時などに助けて

いただいた経験が多くありました。時には

「気付くのが遅れてごめんなさいね」と言っ

てくださる方までおられました。また，支え

ていただく時に，不具合のある部分に配

慮した支え方をしてくださる方もいらっしゃ

いました。感謝に尽きませんし，私ができ

ることをきちんと社会にお返ししていこうと

改めて感じました。次回の日赤救急員の

更新はもう難しいかなと諦めていましたが，

更新時期に備えて回復を目指そうという

目標も出来ました。 

 義母の施設移行など様々に繁忙な日々

が続き消耗していましたが，こうしたことが

あると本当に勇気づけられます。 

更生保護護官署職員 

（認定社会福祉士・認定精神保健福祉士） 

現代社会を『関係性』という 

観点から考える 

Ｐ２１７～ 

黒田 長宏 

『対人援助』って、人だけがやることでもな

いんじゃないの？と思ったのは、ロボット

掃除機のおかげで掃除をするようになっ

たからである。だけどロボット掃除機を作

ったのは人間ではある。 

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/ 

あぁ結婚 

Ｐ１９４～ 

尾上明代 

このマガジンでも何回か紹介したことの

ある、カナダのドラマセラピスト・ダンスム

ーブメントセラピストの Yehudit Silverman

が制作し、数々の賞に輝いたドキュメンタ

リー映画「自死に隠された顔」（The Hidden 

Face of Suicide）の邦訳版を、助手の方と

協力しながらこの夏に完成することができ

ました。映画字幕の翻訳は初めてで、毎

画面の限られた時間の中に入れる作業は

大変でしたが、字数第一に意訳をするの

ではなくて、内容を正確に表現することに

力を注ぎました。 

この映画には、自死に関する遺族の語

りや変容が含まれています。そして

Yehudit の親族に起きた自死に関する彼

女自身の探究と、自死遺族へのアドボケ

イトが実現されています。自死はさまざま

な文化圏においてタブー視され、隠されな

ければいけないような社会の現状があり、

それを破りたいという強い願いがこめられ

ています。さらには、この映画自体が、芸

術を使った研究（Arts-Based Research）と

https://konnankyuujotai.jimdofree.com/
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もなっているのが特徴です。 

Yehudit が運営する映画のサイト→ 

https://tinyurl.com/ank9wbx9 

（収益金は遺族の自助グループに寄付さ

れています。） 

自死遺族についての学び、その変容に

アートがどのように活用されうるのか等に

興味のある方、対人援助者の方、芸術を

使った研究方法に興味がある方などにお

薦めします。  

ドラマセラピーの実践・手法・研究  

Ｐ１０３ 

松村奈奈子 

コロナが落ち着いて、秋の京都を楽し

む修学旅行生の姿を久しぶりに見かける

ようになりました。そして、診察室に来る京

都の高校生達も、信州や鹿児島へ修学旅

行に。コロナ前は沖縄や海外に修学旅行

に出かける高校生の話をよく聞きましたが、

今は期間も短く、場所も近めになっている

ようです。それでも高校生の楽しそうな土

産話を聞いていると、こちらも旅に出たく

なりました。 

 
そこで私も、八ヶ岳高原にいったり京都

北部に枝豆や栗を買いにいったりと、秋の

大人の旅をちょっぴり楽しみました。 

精神科医の思うこと 

Ｐ１６３～ 

柳 たかを 

「対人援助」について思うこと 

かつて１０年間、私立の芸大でマンガを

通じ学びを得に来た若者と共に過ごし、逆

に私がいろい ろ学ばせて頂きました。 

学校での集団生活の中で起こるさまざ

まな問題、級友とのトラブルや進学問題、

親の経済状態が子に及ぼす影響など、人

の数だけ原因と症状がさまざまだと思い

ました。 

これを病気に仮定してみると、病気が

治るというのはもとの健康状態・普通状態

に戻ることですが、普通の健康な時に家

にばかりいると、無性に外出して歩き回り

たくなります。 旅(外出)はいつも小さな体

験から大きな感動まで毎回変化に富んだ

出来事に出くわしますが、 考えてみるとわ

ざわざ苦労するために旅に出ているよう

にも思えます。 そして何事もなくいつもの

普通の生活に戻れることが幸せだと気づ

く。ところが幸か不幸か深刻 な問題に直

面した時はどうすればその場を乗り越えら

れるか分からず、焦りと疲労が積もり時間

と ともに怒りさえわいてきたりする、最悪

です。 混乱に心を占領されると冷静さを

失い、わざわざ自分から危険(破滅)に飛

び込んで行きかねない。 そんな時に冷静

な心を取り戻すアドバイスをくれる人がい

て、そのアドバイザーが日頃から信頼し 

ている人だとより効果があるように思いま

す。 結局、病気と同じで薬で治るのでは

なく、薬(アドバイス)をキッカケにもともと持

っている自己治 癒力が覚醒して自分で自

分の心体を元の普通の状態に戻していく

ということではないでしょう か。 たいへん

だったけど何とか帰れたというところでしょ

うね。 

いろんなことが同じような「起承転結」の

ドラマを繰り返しているのかなと、マンガ家

の私は考 えてしまうのでした。 

東成区の昭和 思い出ほろほろメモ 

Ｐ１６８～ 

小林茂  

2015 年から対人援助マガジンに連載を

投稿させていただきましたが、このところ

本務の業務で大きな変化が重なり、少し

の間連載をお休みさせていただくことにい

たしました。 

 関係している幼稚園の園舎の建て替え、

所属している大学の所属学部の新キャン

パスへの引越し、内部での役務の増加、

新コロナ関連で仕事の段取りの変化と調

整の綱渡りに、ついに音を上げてしまった

次第です。 

 またしばらくしたら戻ってきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

対人支援 点描 

当分休載 

藤 信子 

先日の週末に、私たちの研究会の開催

する年 1 度の 2 日間のグループ体験（集

団精神療法の研修）を実施できた。 

できた、というのは感染状況によっては、

会場が使用できなくなり、対面でのグルー

プを中止し、オンラインのグループに変更

しなければならなくなることも考えられた

からである。会ってみると、1年ぶりに対面

で会うことに気付くメンバーもいた。オンラ

インで PC の画面で顔を見ていたけれど、

実際には会えていなかったのだった。2 日

間のグループを終えた翌日の疲労は、全

身、頭も体も疲れているな、という感じで、

「そういえば、こんな疲れだった」と疲れの

体験を思い出した。オンラインの（オンライ

ンで 2日間のグループはとても疲れそうだ

から、実施していないけれど）何かキリキ

リした、肩と腰が痛くなる疲れとは違う。オ

ンラインは距離を無くして参加できるメリッ

トはあるけれど、やっぱり早く普通に戻っ

て対面で会いたいと思う体験をした。 

対人援助学との出会い（３） 

Ｐ４６～ 

団遊  

アソブロックの社長を退任して２カ月が

経った。改めて自分は何がしたかったの

か、何ができたのかということを客観的に

見てみようと思い「アソブロックとはなんだ

ったのか」という冊子を作ることにした。創

業からこれまでアソブロックに所属をしてく

れたメンバー全員に声をかけ、原稿をもら

おうというプロジェクトだ。 

やり始めてみると、卒業後もみなとつな

がっているつもりだったが、連絡先が分か

らない卒業生も案外いる。卒業生をリスト

にしてみたものの、抜け漏れがあるので

はないかという不安もある。もちろん良い

別れができなかった卒業生もいるし、在社

期間が1年に満たなかった卒業生もいる。

でも、良かったことも良くなかったことも、

すべてが今の礎だから、それらを率直に

書いてほしいと思い、連絡先を探し出して

は依頼を続けている。 

果たして何人から原稿が集まるかは分

からないが、このような機会がなければ、

卒業生に「退任」をわざわざ報告すること

もないだろうと思ったのも、冊子を作ろうと

https://tinyurl.com/ank9wbx9
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思った理由のひとつだ。 

この作業が、ひとり探偵ナイトスクープ

のようで、案外楽しい。やり取りをすること

で思い出す出来事もたくさんある。２０年

は、やはりそれなりに長い。 

テレワークで崩壊する組織 

P３３～ 

村本邦子 

最終年のプロジェクトは本当に現地開

催できるのか!?と危ぶまれたが、何とかや

れそうだ。8月末のむつはオンラインとなっ

たが、10 月に院生をフィールドワークに連

れていくことができた。多賀城、宮古も制

限はありつつ、現地に行けた。そして、もう

すぐ最後の福島となる。やはり、その土地

に身を置き、人々と出会う一期一会が重

要なのだ。１１年続けてきたプロジェクトも

これでいったんひと区切りする。 

連載も今回で 2019 年度分まで書き終

えた。2020 年度はすべてオンラインとなっ

たので、間もなく現在に追いつくだろう。こ

ちらも間もなくひと区切りだなぁ。 

  
周辺からの記憶 ―東日本大震災

家族応援プロジェクトー 

Ｐ１５５～ 

國友万裕 

 僕の母は 83 歳です。先程電話で話した

ら、友達と一泊旅行に行くとのことで至っ

て元気です。母は若い頃は本当に苦労が

多かった人なのですが、年をとるにつれて

幸せな人生を歩んでいます。終わりよけ

れば、全てよし。老年になっても幸せでい

れると言うのは素晴らしいことです。 

 

 僕も年をとるごとに、尻上がりに幸せに

なっています。10 代よりも 20 代の方がい

いし、20 代よりも 30 代の方がいい、30 代

よりも 40代の方がいい、そして、40代より

も 50代の方がいい、そういう人生でした。 

 でも、いまだに男性問題が認識されない

のが悲しい現実です。徐々にそういう文献

は多くなっているのだけど、それを読むの

が一部の人なので、まだまだ世間の大半

の人は男性問題なんて知らん！という雰

囲気ですからね。 

 これを知らしめるのが僕のこれからの人

生の課題になるかもしれないです。 

男は痛い！ 

Ｐ１２７～ 

古川秀明 

「アフターコロナの時代」 

この原稿を書いている日の午前中に、

中学生が同級生を刺殺したというニュース

があり、勤務している中学でも話題になっ

ていた。これから学校は大変になる。それ

よりもっと大変なのは、被害者、加害者双

方の家族だ。スクールカウンセラーとして

同様の事件をいくつか経験しているので、

今から双方の家族に何が起こるのかを想

像するだけで切なくなる。 

学校の教科学習以外の「教え」が、アフ

ターコロナの時代には不可欠になるので

はないだろうか・・・。 

講演会＆ライブな日々 

Ｐ１４５～ 

西川友理 

 白鳳短期大学で保育者養成に、その

他いくつかの場所で社会福祉士など福祉

系専門職養成・および育成に携わってい

ます。 

コロナの影響でなかなかスタートされな

かった、保育士養成校協議会による、保

育士養成校の教員を対象とした保育士実

習指導者認定講座が、2022年 3月からい

よいよ始まります。保育現場（保育所など）

の実習指導者に向けた講座は数年前か

ら東京で始まっているようです。私は社会

福祉士の実習指導者講習会のお手伝い

を少しだけさせていただいていることもあ

り、保育分野でのこの動きがかなり気にな

っています。何をもって「指導者」とするの

か、何を指導できる人を「指導者」とする

のか、社会福祉士の方もスタート前後、だ

いぶ議論がありました。現在あまり資料が

ないので、保育士実習指導者講座の中身

はまだ把握できていません。でもおそらく、

落ち着くまでにはある程度の時間がかか

るのではないかなぁと思っています。今後

の動向に注目しています。 

 

福祉系対人援助職養成の 

現場から 

Ｐ９２～ 

坂口伊都 

前回から今回にかけて、いろいろな出

来事が起き、まさに激動という感じでした。

自分の中が混乱状態です。 

下の子も成人をし、これからの人生をど

う生きようかと考えていたところでしたが、

コロナの影響もあって、将来の選択を迫

れる事態になりました。これは、今動く時

なのだと言われているのだろうなと感じま

した。 

 家族に相談して、友に相談をして、自分

の中を整理して行動を起こしました。そう

することで筋道ができ、私の将来も見えて

きました。それは、喜ばしい事なのですが、

自分の中が全く落ち着かなくなり、胃まで

痛くなる始末。私の中で何が起きているの

か？と考えていたら、急激な変化に私自

身がついていけずいるのだと気づきました。 

そう気づくと、スーッと落ち着きが戻って

きました。里親をする時も悩んで悩んで、

よしと気合を入れるまでに時間がかかっ

ていたので、その時間が今回はあまりに

も短かったようです。 

面倒くさい人間でした私。何をするかに

ついては、次回にお知らせします。 

家族と家族幻想  

Ｐ１５０～ 

河岸由里子 

【喪中はがき】 ここ二日で喪中はがきが

10 枚届いた。友人知人からのもので、ど

れも父母、あるいは義父母が亡くなったの

でとのお知らせである。女性が圧倒的に

多く、全員 90代である。本当に長寿になっ

たと思う。私の母は行年 72歳で亡くなった。

私が 40 歳になる前のことだ。90 歳まで生

きていれば 20 年近くもの年月があったわ

けだ。もしその時間があったら、母は何を

しただろう？元気で頭もはっきりしていた

ら、茶道や読書、書道や旅行といった趣

味を楽しんでいただろうか？007 の映画を

一緒に見に行ったかもしれないし、いろい

ろな話をしてくれたかもしれない。もっと楽

しい、充実した時間を過ごしていたかなと
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思う。 

 人は誰でもいずれ死ぬ。その時期は人

それぞれだ。私自身も明日死ぬかもしれ

ない。では自分自身はどうするか？母が

亡くなった年齢に近づいてきて、改めて思

う。もしまだこれから 20 年の時間があると

したら、何をしたいだろう？まだまだ学び

たいだろうか？それとも旅行や趣味だろう

か？やりたいことは沢山ある。もうこの年

になれば、ある程度好き勝手に何でもや

れる。う～ん、悩むなあ。とりあえず、ボケ

ないように注意して、寿命が尽きるまで一

日一日を楽しんで過ごしていこう。はがき

を見ながら思った。 

公認心理師・臨床心理士・北海道 

かうんせりんぐるうむ かかし 主宰 

ああ、相談業務 

 Ｐ９７～ 

先人の知恵から 

Ｐ１８４～ 

岡崎正明 

ようやくコロナが落ち着いた。待ちきれ

なかった私は、１１月早々に家族旅行を計

画し、友人から誘われるままに果物狩りな

どに出かけた。外食の機会も格段に増え

た。 

これまでの何もなかった日々を取り戻

すかのように、次々とイベントを入れてい

たが、その集大成（？）として、ついに猫を

飼い始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

以前から子どもたちには、自分とは異

なる種族との同居を味わってほしい。いろ

んな世界があることを知ってもらいたい。

との願望もあり。そんなわけで先日、我が

家に黒い仔猫がやってきた。 

じつはこれが対人援助マガジンと深い

関係があって。なんとこのマガジンの執筆

者仲間である、「猫から目線。」の小池さ

んから、保護猫を譲り受けたのだ。 

マガジンに執筆してもうすぐ１０年。その

間いろんな気づきや出会いや貴重な機会

など、様々なもの与えてもらったが、つい

には猫までもらえるとは。 

世の中何がどこにつながっていくか分

からない。だからこそ面白い。 

役場の対人援助論 

Ｐ１３４～ 

大谷多加志 

 前号からの近況…と考えて思い浮かん

だのは以下の 2つでした。 

①保護猫、飼い猫になる 

 前号の段階で一時預かりをしていた保

護猫を、そのまま我が家で飼うことにしま

した。これまで動物を飼うなんて一度も考

えたことがなかったのですが、思いがけな

い展開で面白いです。一時預かりは私が

提案しましたが、今は家族の方が猫にハ

マっています。 

②ウォシュレット壊れる 

 数年前に買い替えたトイレのウォシュレ

ットが壊れました。ウォシュレットを作動さ

せてもまともに水が出ず、ノズルからジョ

ロジョロと漏れ出てくる感じです。普段はノ

ズル洗浄のボタンを押すとこんな感じで水

が出ていたので、じゃあこの状態でノズル

洗浄を押すとどうなるんだろう…と思って

スイッチを押すと…、すごい勢いで水が吹

き上がり、トイレが噴水のようになりまし

た。修理は 2－3万円、買い替えは 3－4

万円ほどかかるということだったので、今

回はノズルパーツを購入して自分で交換

することにしました。これなら 5000円ほど

です。YouTubeで似たような機械の取り換

え手順を見ながら悪戦苦闘すること１時

間。無事に取り換え完了し、ウォシュレット

機能も正常に働きました。ドライバーで開

けられるものは何でも自分で直すという実

家の流儀に、今は感謝です。 

発達検査と対人援助学 

Ｐ１４１～ 

馬渡徳子 

 時の流れは、本当に早いものですね。 

論文のスケジュール通りに、進捗せずに、 

歯がゆいことばかり・・・・・。あと、何回修

正したら、完成に辿り着けるのだろう。 

 そんな、くさくさしている時に、副指導教

官より、社会政策関連学会協議会の主催

する「-論文・博論をふりかえって-大学院

生のためのオンライン講座」をご紹介頂い

た。 

 関西地域の大学院で修士・博士過程を

修了された、または修士から博士課程の

途上にある方々からの体験談を拝聴し、

質疑応答の時間もたっぷりの、実に充実

した時間だった。 

 自分と同じような気付きや躓きを、どの

ように転換していったか、誰にでも起こりう

るメンタルの不調とどのように付き合って

いったか、指導教官や学内・学外研究者

コミュニティと付き合うコツについても、率

直に語って下さった。  

 そうか、いつでも、やり直せるんだ。恥は、

もう、いっぱいかいてきた。 

もう、全然、恥ずかしくもない。逆に、やり

直すことに気付けた自分を、褒めてやろう

と思えてきた。 

「さあ、もういっぺん」 

団 士郎さんの『家族の練習問題』にある 

このタイトルの話が、お気に入りだ。小学

校就学児検診時の講話の際にも、毎年朗

読させて頂いている。 

当時、大学進学で混とんとしていた息子

がいた。いしかわ家族面接を学ぶ会での

ワークショップの折に、団さんに、サインを

おねだりし、その後息子は受験の御守り

代わりにした。 

 私も、自分に、おきばりやす !  

 

九州に現存する、馬渡小学校のものだそう

です。大学院入学祝に弟から頂きました。 

馬渡の眼 

Ｐ１６６～ 

団士郎 

 多忙に日々を過ごしている。でも、する

かしないかを自分で選択できる状況にな

ったので、ストレスはますますない。 

 やりたいことから順に手を付けるので、

能率もきわめて良い。飽きたら気分転換

に他の事をする。その中には読書やＤＶＤ

鑑賞もあるが、これが趣味というのではな

い。漫画を描いたりｚｏｏｍ講座をしたり、

出かけてＷＳしたり、文字原稿を書き溜め

たりと同じレベルのメニューとしてローテー
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ションする。 

 こんな事が可能になったのは「支払いの

ある作業」と「ない作業」で区別しなくて済

むようになったからだ。 

 出来れば少しは誰かのお役に立つこと

をして人生の終盤を過ごしたい。こんな事

を自分が思うようになるなんて、若い頃に

は想像も出来なかった。 

 馬鹿だった時代も懐かしく、そして今を

迎えられていることを有り難いなと思った

りするのだから、歳をとったものだ。 

配偶者を亡くして一年日記（２) 

Ｐ６１～ 

鶴谷 主一 

 先日、一年半ぶりに新幹線に乗って沼

津から近江八幡のケアハウスにいる母親

の面会に行った。電車という交通機関に

乗るのも一年半ぶりで、切符の買い方を

忘れていないか心配するほどだった。 

在来線との連絡が悪いので米原で降り

てレンタカーを借りたが、早朝ギリギリで

「こだま」に飛び乗ったので米原の駅で何

か食べようと思っていたが、駅前のカレー

スタンドは閉まっている。「何もない！」周

辺にもお店らしきものも無いので、車を走

らせ昼前に琵琶湖湖畔のでっかいカイン

ズホームを中心とするショッピングモール

の中でやっとマックのハンバーガーにあり

ついた。 

帰りは夕方 6 時頃になったが、米原駅

のカレースタンドは開いていると見込んで､

途中どこにも寄らずに向かったが、当てが

外れて閉まったままだった。駅弁を所望し

たがキオスクではすでに売り切れで、ホー

ムの立ち食いうどん屋さんにあるかも･･･

というので急いで行ってみたらやっていた。

うどんは無いというのでそばを注文して、

最後の一パック乾燥した鱒寿司も一緒に

空きっ腹にかき込む。そのあと暖簾をくぐ

ってきたお客さんは「ゴメンナサイ、もう終

わっちゃいました」と言われてしまっていた。

しみじみ、最後のひと玉だったんだあ･･･。  

一年半ぶりの電車旅行は何もない米原

を感じた一日だった。 

原町幼稚園 http://www.haramachi-ki.jp 

メール office@haramachi-ki.jp 

インスタ haramachi.k 

ツイッター haramachikinder 

幼稚園の現場から 

Ｐ８６～ 

水野スウ 

 前号、はじめてマガジンを一回お休みし

たけど、また戻ってきました。ゆっくり休ん

で充電するってとても大切で必要なこと、

としみじみ実感。 

 今回は７月に東京のクッキングハウスで

お話した「文化と憲法」のレポートを書きま

した。 

 マガジン原稿をぎりぎりで提出したあと、

心は広島へ。去年はコロナで実現できな

かった「日本のうたごえ祭典」が、今年は

広島で開催されるのです。今回の原稿に

も登場した「憲法１３条のうた ほかの誰と

も」を、石川のうたごえ有志の方たちがグ

ループをつくって歌ってくださることになり、

その舞台に、なんと私もまぜてもらって一

緒に歌います。 

 今年５月、うたごえ創作講習会へお話の

出前に行った時（その報告はマガジン４５

号の「きもちは、言葉をさがしている」に）、

私のほんの数曲しかない歌の中で代表作

はなんてったって「ほかの誰とも」！と胸張

ってこの歌の話をしたことが「うたごえ新聞」

に大きく載り、それを読んだ人が歌のグル

ープをたちあげ、石川のうたごえでこの歌

を歌い、広島で歌える推薦をいただき･･･

と、びっくりするような展開です。 

 

 １０年以上も前につくった憲法の歌が、

私を広島まで連れて行ってくれると思うと

感無量。あなたもわたしも、その存在はほ

かの誰ともけっしてとりかえることはできな

いんだよ、というこの歌にこめたメッセージ、

広島からせいいっぱい届けてこようと思っ

ています。 

きもちは言葉をさがしている 

Ｐ１１３ 

見野 大介 

ようやく秋らしい気候に。未だに秋冬の

展示会と注文の山との戦いに目処は立た

ず。 

のんびりと正月を迎えることが出来る自信

が全く無い。 
ハチドリの器 

P４ 

脇野 千惠 

最近、一段と読書量が増えた。もともと

日本文学を専攻していた人間。眠ってい

た夏目漱石全集を引っ張り出してきた。高

学年の頃、父が「吾輩は猫である」を読め

と言って渡してくれたのを覚えている。な

ぜ夏目だったのか？本好きな父であった

が、年頃の娘に何がいいか考えなかった

のかなと思った。学校の宿題より重い課

題を与えられたようで、読み終えるのに毎

日が苦痛だったのを覚えている。実は今、

漱石全集を目の前にして、少しずつ読み

直してみようと思っている。若い頃に触れ

た感覚とは、また違った感動が得られるこ

とを期待して。 

こころ日記「ぼちぼち」partⅡ 

Ｐ２４８～ 

中村正 

コロナ禍で学生たちがエネルギーを持

て余している感じで、「教室から出たい！」

という声が強く、ゼミの時間を割いてスポ

ーツの秋を楽しんだ。学部の３回生たちの

クラスだ。合計3時間ほど体育館で汗を流

した。ドッジボール、バレーボール、バドミ

ントン、大縄跳び、バスケ等、体育館でで

きるものの多くを楽しんだ。今年の３回生

は 2000 年生まれの 21 歳。昨年と今年は

ほとんどがオンライン授業となっている学

年だ。１回生の時は対面だったので少々

可哀想な感じもする。全員、若い！１５名

のゼミ生と６２歳の老教授。ルールを設け

た。本気を出さないこと、50％くらいにセー

ブすること、残りのエネルギーをスポーツ

の苦手な学生への配慮に使うこと、勝ち

負けではなく楽しむこと、遊び力を発揮す

ることだ。これは日頃からグループワーク

で心がけていることと同じだ。教室ではみ

えてこない学生たちの別の個性がみえて

くる。クラブをしている学生は迫力がある

が、アスリートらしくスポーツの苦手な学

生への配慮を率先して行う姿が清々しい。

老教授にもやさしい。２０分に一回は休憩

を取るように全体を指示するリーダーシッ

http://www.haramachi-ki.jp/
mailto:office@haramachi-ki.jp
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プを発揮する学生もいる。行動的な女子

学生は男子よりも機敏に動く。なんと言っ

ても教室でみるよりもみんなの笑顔が多

い。声もよくでている。そして最後の２０分、

エネルギーをセーブしていた体育会系の

学生やクラブ経験者を中心にしたガチの

バスケ。これは迫力があった。若い人の

成長や発達に関係しているので、人間の

見方を広げていく必要を感じたが、自らの

体力の衰えも実感した。幾度となく足がも

つれて転倒。何カ所かの擦り傷、５日たっ

てもひかない随所の痛み。自分の子ども

よりもはるかに若い学生たちといるから気

持ちは若いつもりだが身体はそうでもない

らしい。散歩するくらいがちょうどよいのだ

ろう。 

臨床社会学の方法 

P２１～ 

千葉晃央 

京都の障害者福祉に大きく貢献された 

ダブディビ・デザインの柊さん。 

https://dabudivi.com/ 

今回は、里親さんという生き方を応援し、 

福祉事業所さんも応援するプロジェクト 

 

「お菓子の定期便 えがおのおやつ」をさ

れています。 

お菓子の定期便 【えがおのおやつ】 モ

ニター様からのお声をご紹介します | ダブ

ディビ・デザイン – 福祉とビジネスをデザ

インでつなぎます (dabudivi.com) 

里親さんにもつながり、 

福祉の就労の事業所さんにもつなが

り、 

おいしくて、体にも優しいお菓子を届け

る！マジでおいしかった！毎月届く！ 

そんな夢のようなことを柊さんがしてくださ

ったので手にしたときにうれしくてパチリ。 

 

里親支援をされているキーアセットさんと 

http://kiiasetto.or.jp/ 

福祉事業所さんとコラボ！そんな企画、実

現って枠を超えていて、さすがです！とい

うことで、千葉も応援コメント！ 

「私をいつも心配してくれる人がいる、 

いつ帰っても迎えてくれる場所がある、 

こんな状況にある子どもたちを増やした

い。 

そんな生き方を選んだのが里親さんたち

です。 

国連の「児童の代替的養護に関する指

針」は、生まれた家族等との同居が困難

な場合に、替わりに整えられるべき生活

環境を示しています。 

その中で「3歳未満の児童の代替的養護

は家庭を基本とした環境で提供されるべ

きである」と明言されています。 

私たちができることから、始めたいですね。 

家族支援と対人援助  ちばっち 

chibachi@f2.dion.ne.jp 

090-9277-5049 

障害者福祉援助論 

Ｐ１６～ 

サトウタツヤ 

 立命館大学総合心理学部では卒業論

文の追い込み時期になってきた。研究室

にあつまって皆でピザを食べながら頑張

るとか、そういう雰囲気を、今年は作れる

のでしょうか？ 昨年のゼミ生達、同じ部

屋で黙々とパソコンを売っていた姿が思い

起こされます。 

対人援助学＆心理学の縦横無尽 

P１０８～ 

鵜野祐介 

今回は今年１０月に亡くなられた宮城・

山元町の民話の語り部、庄司アイさんの

追悼文を書きました。東日本大震災から

十年半、震災の記憶を千年後まで語り継

ぐことと、民話の力による「心の復興」を目

指して走り続けて来られたアイさん、本当

にお疲れ様でした。 

うたとかたりの対人援助学 

Ｐ１９０～ 

中村 周平 

前回、完全に提出することを失念してしま

い、短信すらお送りしていませんでした。

編集長の団先生、本当に申し訳ありませ

ん。以後、このようなことがないようスケジ

ュール管理を徹底したいと思います。 

今年も母校のラグビーチームが全国大

会の出場を果たしました。OB としては、嬉

しい限りです。ただ、コロナウイルスがま

ん延して以降、こういったスポーツを含む

集客を行うイベントでは人数制限があり、

今年も現地での応援は難しそうです。まだ

まだ予断を許さない状況ゆえに、自宅か

らの観戦を考えながら、いつの日かまた

現場で応援できることを願っております。 

ノーサイド 

Ｐ１１９ 

山下桂永子 

電話の声と地声がすごく変わる人って

いますよね。私はかなり変わるらしく、普

段よく話をしている人ですら、気が付かな

いことが多いです。 

数年間一緒にお仕事をさせていただい

ていた指導主事の先生が、学校の管理職

になられて電話をかけてこられたとき、全

然私だと気づかずにおられたので、「〇〇

先生、山下です、こんにちは」と言ったら本

気でびっくりされて、「うわあ！山下さん！

声がきれいでびっくりしちゃった！」と言う

ので、私も少し悪乗りをして「そうなんです、

声だけはきれいなんです」と返したら、先

生が「本当にそうだねえ！」と言ったので

ちょっとすねました。 

 今回も電話のお話になります。読んでい

ただけば幸いです。 

心理コーディネーターになるために 

Ｐ１７６～ 

篠原ユキオ 

『隣の庭木』 

庭木の紅葉が進んで落ち葉が前の道

https://l.facebook.com/l.php?u=https%3A%2F%2Fdabudivi.com%2F%3Ffbclid%3DIwAR1C5-vth1LuQD8ro21ONcj9lmY8mHHAA_H2P4Mcn888-fTPpMHIvifkOMM&h=AT2JO89GxWJo4vsvs7aK7dbVPpu1H4XiBXv0jOOvQR2X2gB1AmIYEV54vSotlKo5tS8uoWCnakQNP7_o_LkIx1cSv7W5Pxwhq80Sb4LG2iumP8MOl54uwKQ6sDdPg1VZ-vEP&__tn__=-UK-R&c%5b0%5d=AT17UmYW4XLDTfI1V8SdFDBrkKxF3UFDnoe27D7l_EbcTcXxWbrU4ucejz7Zf3dkre1vVW4hp6xlEVVtVaMjdoXBrfp4Sju5PUYy2Vri9aNang26LiLAOb9YVWgeGXO_6VDh-nzNheJaTRy9qij_ZMfbqQ
https://dabudivi.com/blog/2770/
https://dabudivi.com/blog/2770/
https://dabudivi.com/blog/2770/
https://dabudivi.com/blog/2770/
https://l.facebook.com/l.php?u=http%3A%2F%2Fkiiasetto.or.jp%2F%3Ffbclid%3DIwAR1eF94SEnZfI19IfFexKHO8YJyku6NXJofJAUPSvYKlnk0h_txB_FIuQrU&h=AT3g5bqwM8v4VwAB-Z_IJ10ZbI5SEvSW6VEQtaN5D7KnkNZgv4n7xw79Mz7YnLh-zuH29JdIh3qiDbIbRY__AaqIxuB9yPBU9rPydEQn2SfXR67XK54FbH6xoXqjJisXq-8N&__tn__=-UK-R&c%5b0%5d=AT17UmYW4XLDTfI1V8SdFDBrkKxF3UFDnoe27D7l_EbcTcXxWbrU4ucejz7Zf3dkre1vVW4hp6xlEVVtVaMjdoXBrfp4Sju5PUYy2Vri9aNang26LiLAOb9YVWgeGXO_6VDh-nzNheJaTRy9qij_ZMfbqQ
mailto:chibachi@f2.dion.ne.jp
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路にたくさん落ちるようになり、毎朝の掃

除が面倒と、思い切ってほとんどの枝を半

日がかりで伐採した。 

これで周囲の家にも迷惑かけないで済

むと、切り落とした枝葉の後始末をしてい

たら「アラ！お庭の紅葉が綺麗やなあと毎

日楽しみにしていましたのに…」とこれま

でほとんどお付き合いの無かったご近所

の老夫婦から相次いで声をかけられた。 

「秋にこういう落ち葉が道に舞っている

のは風情があって良いもんですよ」とも言

われたが、みんながそんな感じ方ではな

いだろうと思いながら苦笑いで返した。 

昨年、次女が引越した家で、向かいの

奥さんから落ち葉がうちの庭にたくさん入

り込んできてと文句を言われ、昨年はきれ

いに掃除していたものの今年は思いきっ

て根元から切り倒したら、反対に申し訳な

かったと謝りに来たという話を聞いていた

ので、私も落ち葉問題に累わされたくない

と思っての行動だったのだが、それぞれに

感じ方は違うものだなあと思ったものであ

る。 

昔、ピアノ殺人事件というのがあったが

赤ん坊やペットの声もご近所トラブルの元

となり、近年は運動会のマイク音や除夜

の鐘にもクレームをつける人たちが多いと

いう。確かに『風情』が判らぬ人たちが多く

なったという事である。 

 

HITOKOMART 

Ｐ２６９～ 

中島弘美 

「今日は僕が支払います」 

 家族カウンセリングでは、親と子、カップ

ル、あるいは両親など複数の人が面接に

やってくる。その日の約９０分の話し合い

を終えて、次の予約の日時を決めたあと、

カウンセリング料金をいただくのが面接の

流れだ。 

「僕が支払います」とは、自分が働いて稼

いだお給料の中から今回のカウンセリン

グ料金を支払う、そう言って、お金の入っ

た封筒を差し出した。 

 これまでは親が支払っていたカウンセリ

ングの料金は、働き始めた子ども自身が

払うので、事前に準備をしてきたという。

親子の表情が誇らしげだった。 

「えっ、これは働いたそのお金なの？」 

「そうです。初給料です」 

「はい、確かに受け取りました」 

 重みをずっしりと感じた。そして、その封

筒は大切に保管した。 

カウンセリングのお作法 

Ｐ４０～ 

竹中 尚文 

１１月の初旬、妻の母親の五十回忌で

東京に出掛けた。今年の２月１８日が命日

だったけれど、コロナ禍の中を東京まで出

掛けることへの躊躇があった。感染者数

の減少を見て、東京に出掛けた。ちょうど

神戸空港で門徒さんから「今、亡くなりまし

た」と電話をもらった。これから東京に行く

ところなので、翌朝には帰るので待ってい

てほしいとお願いした。妻の実家は５０年

程前に無くなったが、妻には久しぶりの故

郷だ。訳があってもう２０年近く、故郷には

足を踏み入れることがなかった。帰り際に、

そこの住職から「また、お参りに来てくださ

い」という言葉が嬉しかった。秋の夕暮れ

は早い。町を散策することなく宿に急いだ。

また来よう。 ◆私は、東京に出掛けると

新橋のホテルを予約することが多い。そこ

は、羽田空港からも便利だし、東京の各

地に行くにも便利だからである。今回も妻

の故郷への地下鉄の便がよかったので、

新橋に泊まることにした。新橋は私に限ら

ず交通至便と感ずる人が多いようで、出

張族を狙ったホテルが多い。どこに泊まろ

うかとネットを調べると、ずいぶんと安かっ

た。浮かれて高級ホテルを検索してみたら、

高かった。結局、出張族御用達ホテルに

落ち着いた。泊まってみると、やはり客は

少ない。コロナ禍で出張は減っているのだ

そうだ。オンラインで商談を済ませるらしい。

コロナ禍が終わっても、オンライン商談は

終わりそうにない。オンラインで済ませら

れれば、経費は安くなる。若い人たちから、

オンラインでの仕事だから東京の住居を

引き払ったという話をよく耳にした。コロナ

禍の時代を経て、商談も働き方も変わりそ

うだ。 ◆国政選挙があった。変化を望ま

ないという選挙結果だった。今、若い世代

は社会変化を望まないそうだ。社会現状

に大きな不満はないのだから、このままが

いいという。その意識は選挙結果と合致

する。30 年～50 年前より、一般の個人所

得は減っている。一方で高額所得者が増

えたというから、貧富の差が大きくなった

ようだ。変化を望まなくても、社会はゆっく

り変化する。私たちは社会に、変わってほ

しいこと、変わってほしくないことを求める。

変えたいことと変えたくないことも同様で

ある。そのそれぞれを見極める目を持つ

ことが大切である。 
路上生活者の個人史 

Ｐ１２１ 

寺田 弘志  

接骨院をしていると、いろんな人に巡り

会えます。前から一度お目にかかりたか

った編集部の大谷さんが訪ねてこられて、

訪問記まで書いてくださって、感激しまし

た。そのあたりは本文のほうにも書かせて

いただきました。 

 先日は、立命館大学ホッケー部の学生

さんが、大学選手権で優勝したことや就職

が決まったことを報告しに来てくれました。 

こういう報告をもらえると、とてもうれしい。 

ただ、もうすぐ卒業の時期。ちょっとさびし

い季節です。 

 接骨院に心理学を入れてみた 

Ｐ２０２～ 

山口洋典  

 断らない性格、というか、断れない性格

だと常々感じることがあります。それによ

って首が回らなくなり、かえって周りに迷

惑をかけてしまうことも多々あると自認し

ています。コロナ禍になり、空間的な移動

をせぬままに作業や仕事や活動ができる

ようになったのも、それに拍車をかけてい

るのかもしれません。本マガジンの団編集

長には、常々お詫びのメールばかりお送

りしているのを恥じる日々です。 
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 そんななか、先日、京都芸術大学の大

学開学 30周年・劇場 20周年記念企画公

演として京都芸術劇場「春秋座」で開催さ

れた立川志の輔師匠の独演会に参りまし

た。演目は『中村仲蔵』で、東京以外では

初となる「仮名手本忠臣蔵のすべて」と掲

げ、屏風絵をバックに浮世絵なども織り込

んだスライドにより忠臣蔵の 11 段目まで

の解説を一気に行う「大忠臣蔵」の 2 演目

のみという構成でした。看板役者として抜

擢された中村仲蔵が、原作では単に山賊

として一瞬の登場に終わる斧定九郎を丹

念な演出と渾身の演技によって新たな花

形へと仕上げた様を、歌舞伎や映画・テレ

ビなどと異なって役者 1人が演じる話芸な

らではの趣向が志の輔師匠によって演じ

られました。首が回らない、などと自分で

蒔いた種で足下がおぼつかなくなってしま

っているかのような日々を改めて見つめ

直し、丁寧に生き抜いていかねば、と、新

型コロナウイルスのオミクロン変異株の拡

大を前に思うのでした。 

 
ＰＢＬの風と土 

Ｐ１９６～ 

荒木晃子 

来年２０２２年３月１３日（日）、奈良県初

の「団士郎先生の家族理解ワークショップ」

を開催する。世話人は、地元出身の立命

館大学院の校友。私はそのお手伝いとし

て関わっている。開催形式は、対面参加

の予定（状況によって変更があるかも）だ

が、何事もはじめの一歩に最も馬力が必

要で、世話人の校友は苦労していることだ

ろう。行動制限が解除されたとはいえ、次

の第 6 波の報道を耳にするなか、「こんな

状況ではできない」ではなく、行動すること

を選んだ友にエールを送りたい。  

 また、今月２０２１年１２月１９日（日）は、

「松江家族理解ワークショップ（島根県）」

もオンライン形式で開催される。継続７年

目となるこちらの WS も、地元のケアマネ

で看護師の仲間が世話人を務めている。

島根県松江市といえば、ご縁のある方は

少ないと思うが、参加する山陰地方の援

助者たちの“あれこれ”を知る好機でもあ

る。  

旅行好きのみなさん、全国の「家族ワー

クショップを巡る旅」なんて、いかがです

か？  

生殖医療と家族援助 

P１００ 

小池英梨子 

対人援助学マガジンの大谷さんご家族

が多頭崩壊からの保護猫ピーコの里親さ

んになってくれました。 

さらに岡崎さんご家族が捨て猫だったピ

アノちゃんの里親さんになってくれまし

た！ 

着々と対人援助学会員に保護猫を譲

渡していく楽しみを見いたしている今日こ

の頃です。猫を飼いたいなと思っている方、

いきなり飼うのはハードルが高いから一

時預かりボランティアをしてみたいな。とい

う方はぜひご一報ください。素敵な保護猫

さんを紹介します！    

そうだ、猫に聞いてみよう 

P１７９～ 

両角 晴香  

先日 Twitter を眺めていると「私は血縁

者しか信じない」というつぶやきを見つけ

た。配偶者も姻族にあたる人も所詮は他

人であり真にわかりあえないというのだ。

そういえば、私も新婚当初は似たようなこ

と思っていたよね。けれど結婚 14 年目の

今は、夫や義家族との関係性は曖昧にな

った。「はるちゃんの体には両角の血が流

れているんだから糖尿病には気をつけな

さいよ」と義母が言うように、私の右のお

腹の中には夫の腎臓がある。それは４０

年前に義母がお腹の中で育ててくれた腎

臓であり両角の DNAが組み込まれている。

そんな事情を抱えていると、夫や義家族

が血縁かどうかなど曖昧になってくる。今

では義母を「ママ」と呼び、実母のようにな

んでも話す。数日前、夫の寝顔があまりに

美しいので隠し撮りをしてしまった話をキ

ュンキュン！というノリで義母にしてみた。

義母は「うん」とひと言だけ言って、すぐに

話題を変えた。さすがに息子夫婦のそう

いう話は聞いていられなかったか。距離感

誤り反省。 

夫の腎臓と笑う私 

P３０８～ 

浦田 雅夫 

朝 5時に起きて暗闇を駅に向かい通勤

する。琵琶湖は久々の渇水らしいと報。ラ

イフラインを止める水道局職員の「渇水」

（原作：河林満）が主演、生田斗真にて映

画化されるらしい。原稿はいつものように

遅滞。申し訳ありません。 

社会的養護の新展開 

P８３～ 

 


